





下記に該当する場合は、会館の利用が許可されません。


また、利用許可後においても利用の取消し、もしくは利用の停止をさせていただくことがございますのでご承知ください。





記





１　公の秩序、善良の風俗を乱すおそれがあると認められる場合。


２　当館の設置の目的に照らし、公共の施設としてその利用が不適当と認められる場合。


３　集団的、常習的に暴力的不正行為を行うおそれのある組織の利益になる場合。


４　会合の性質が騒じょうを起こすおそれがある場合。


５　利用申込書に偽りの記載がある場合。


６　利用の通知時の目的と異なる内容の利用をする場合。


７　利用の条件に違反し、または会館職員の指示に従わない場合。


８　施設または設備を毀損するおそれがある場合。


９　利用の権利を他人に譲渡または転貸した場合。


10　正当な理由なく利用料を納付しない場合。


11　関係諸官庁から中止命令が出た場合。


12　その他、管理上支障がある場合。





利用許可及び処分基準





鳥取県立倉吉未来中心指定管理者：財団法人鳥取県文化振興財団





利用許可処理期間





鳥取県行政手続条例第５条及び第６条


鳥取県立倉吉未来中心の設置等に関する条例第７条


鳥取県立倉吉未来中心の管理・利用の関する規程第９条








１　上記の許可基準に照らし、利用の許可を決定したときは、利用料納入請求書を送付します。


２　利用料が納付された後、利用の通知書をお渡し（送付）します。


３　許可審査は利用申込書受理後、１５日以内には行います。


　　通常は速やかに処理しますが、１週間程度を要しますのでご承知ください。


　　ただし、利用当日及び利用日が間近の場合については、この限りではありません。
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